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第１章  河川定期水質調査 
 

御嵩町は北端部を流れる木曽川と中央部を東西に流れる可児川を始め、８つの一

級河川が流れています。可児川本流及びその支流について、昭和４９年度以降毎年

河川定期水質調査を実施しています。 

河川定期水質調査は年４回実施し、このうちの２回については、有害物質調査も

同時に実施しました。 

 

１ 調査期日 

 

（１）河川定期水質調査 

 

     平成２１年 ５ 月１１日 

     平成２１年 ８ 月２７日 

平成２１年１１月 ６ 日 

平成２２年 ２ 月 ５ 日 

  

（２）有害物質調査 

 

平成２１年 ８ 月２７日 

平成２２年 ２ 月 ５ 日 

 

２ 調査場所 

 

河川定期水質調査は、表－１に示す計２０地点で調査を実施しました。 

可児川本流については、図－１に示す１０地点、支流については図－２に示

す１０地点としました。 

また、有害物質の調査地点は表－２に示す５地点で実施し、図－１に併せて

示しました。

御嵩町  

可児川  

木曽川  
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表－１  河川定期水質調査地点 

区分  地点 No. 地点名 区分  地点 No. 地点名 

上流 No.1 鬼岩公園内 No.1 津橋川 

No.2 次月橋 

上流域

に合流 No.2 切木川 

No.3 興亜橋 No.3 井尻川 

No.4 天王橋 No.4 平芝川 

No.5 新川橋 No.5 板良川 

No.6 木ノ下橋 No.6 唐沢川 

No.7 中村大橋 No.7 真名田川 

No.8 顔戸橋 

 

No.8 撫尾川 

 

No.9 淵之上橋 No.9 比衣川 

可
児
川
本
流 

下流 No.10 石森橋 

可
児
川
支
流 

下流域

に合流 No.10 山田川 

 

表－２ 有害物質調査地点 

押山橋 

平芝橋 

中村大橋 

顔戸橋 

可児川 

本流 

野崎橋 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）調査項目 

 

ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全リン、大腸菌群数及び

陰イオン界面活性剤（ＡＢＳ）の９項目。 

また、８月調査及び２月調査では、有害物質についても実施しました。 

 

（２）分析方法 

 

環境庁告示第５９号（S４６.１２.２８）及びＪＩＳ Ｋ ０１０２により

実施。 
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４ 調査結果 

 

本流及び支流における生活環境項目の水質調査結果は、表－３および表－４の

とおりです。詳細な水質調査結果及び有害物質の調査結果は、資料編に掲載し

てあります。 

ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素及び大腸菌群数の調査結果から、

可児川本流の流下方向への変動を示すと、図－３～図－１０のとおりです。 

 

河川の水質汚濁について、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持さ

れることが望ましい基準として、水質汚濁に係る環境基準が定められています。

また、主要な河川については、水の利用目的、水質汚濁の状況等により水域の

類型指定がなされています。 

環境基準には生活環境の保全に関する基準と人の健康の保護に関する基準（有

害物質）とがあり、資料編で示すとおりです。 

可児川は、水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定がされており、可児市の

鳥屋場橋までの水域がＢ類型、その下流はＣ類型に指定されています。 

したがって御嵩町を流れる水域は、「Ｂ類型の基準値」が適用されます。また、

支流については、類型指定を受けていませんが可児川のＢ類型の区域に合流し

ているため、評価にあたってはＢ類型の基準を当てはめて評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ｐH 自動分析装置 

▲COD 自動分析装置 

▲BOD 測定の様子 

▲SS 測定の様子 
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（１）ｐＨ 

河川の環境基準はＢ類型で６．５～８．５です。 

 

本流 
平均値で７．1～７．9 ㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足

していました。 

支流 
平均値で７．0～８．5 ㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足

していました。 

 

（２）ＤＯ（溶存酸素） 

河川のＤＯの環境基準値はＢ類型で５㎎/L 以上です。 

 

本流 
平均値で１０㎎/L～１２㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満

足していました。 

支流 
平均値で８．９㎎/L～１３㎎/L の範囲にあり、本流同様、環

境基準に適合していました。 

 

（３）ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

河川のＢＯＤの環境基準値はＢ類型で３㎎/L 以下です。水質の評価は、

年間の調査結果の 75％値※を用いて行います。 

※  100 個のデータを小さい順に並べたときの第75 番目の値のことです。すなわち年間で

基準値適合のデ-タが 75％以上必要であることを意味しています。したがっ

て、４回の調査の場合は、小さい方から３番目の値となります。 

 

本流 
７５％値で０．５㎎/L～０．８㎎/L の範囲にあり、環境基準

値を満足していました。 

支流 
７５％値で０．５㎎/L～１．６㎎/L の範囲にあり、環境基準

値を満足し、本流同様に良好な結果でした。 
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（４）ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 

河川の生活環境の保全に関する環境基準には定められていませんが、伊勢

湾総量規制地域内の特定事業場排水にはＣＯＤの基準値が定められていま

す。また、農業用水基準では６mg/L 以下と基準値が定められています。 

 

本流 
平均値で３．４㎎/L～３．８㎎/L の範囲にあり、いずれの地

点も農業用水基準を満足し良好な結果でした。 

支流 
平均値で３．０㎎/L～４．８㎎/L の範囲にあり、いずれの地

点も農業用水基準を満足し良好な結果でした。 

 

（５）ＳＳ（浮遊物質） 

河川のＳＳの環境基準値はＢ類型で２５㎎/L 以下です。 

 

本流 
平均値で３㎎/L～７㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足し

ていました。 

支流 
平均値で３㎎/L～５㎎/L の範囲にあり、本流同様良好な結果

でした。 

   

 

 

可児川本流 No.1 鬼岩公園内 
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（６）全窒素（Ｔ－Ｎ）及び全リン（Ｔ－Ｐ） 

農業用水基準には、全窒素は１．０㎎/L 以下と定められています。なお、

これらの項目は、河川については環境基準が定められていません。 

 

本流 

全窒素は平均値で０．８３㎎/L～１．１㎎/L の範囲にあり、

農業用水基準と比較するとやや高めの結果でした。全リンは平均

値で０．０２８㎎/L～０．０９１㎎/L の範囲でした。 

支流 

全窒素は平均値で、０．６８㎎/L～１．５㎎/L の範囲でした。

全リンは平均値で、０．０３９㎎/L～０．２１㎎/L の範囲で、

全窒素、全リンともに本流より高めの地点が多く見られました。

 

（７）大腸菌群数 

Ｂ類型の環境基準値は５，０００MPN/100ml 以下です。 

 

本流 

調査の結果、平均値では１，２００～１３，０００MPN/100ml

の範囲にあり、No.１鬼岩公園内及び No.３興亜橋では、環境基

準値を満足していました。 

支流 
平均値では、４，１００～５２，０００MPN/100ml の範囲に

あり、No.３井尻川以外の地点で環境基準値を超過していました。

 

（８）陰イオン界面活性剤（ＡＢＳ） 

河川、工場排水、農業用水については、基準値は定められていません。 

水産用水基準では、有毒物質として有害な程度に含まれないこととし、検

出されないこととされています。 

飲料水の水質基準は ０．２㎎/L 以下と定められています。これは、通常

陰イオン界面活性剤が０．２㎎/L 以上あれば発泡するためです。 
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本流 
調査の結果、平均値において、いずれの地点も０．０５㎎/L 以

下と低い値を示し、良好な結果でした。 

支流 

平均値で０．０３㎎/L 未満～０．０９㎎/L の範囲にあり、数

値はそれほど高くありませんが、本流と比較すると全般に高めの

値でした。 

 

（９）有害物質 

水質汚濁物質の中で、人の健康に有害なものとして定められた項目をいい、

現在カドミウム等重金属類を含め２６項目が定められています。 

可児川本流の代表的な５地点について調査を実施した結果、下流の顔戸橋

及び野崎橋でほう素が、また、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素やふっ素が流域

全体で若干検出されましたが、全て基準値未満であり、良好な結果でした。 

 

 

 

 
可児川支流 No.2 切木川 
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が水質の改善がみられました。 

河川水質は様々な要因で変動するもので、水質の状態を的確に把握するため

にも、今後も定期的な水質検査を実施することが必要であると思われます。 

また、御嵩町の下水道普及率は６６．４％（平成２１年３月３１日現在）と

前年度末の６４．６％と比べ整備が進んでいますが、更なる普及のためにも、

下水道整備などの生活排水対策の状況等と合わせた調査を実施し、評価をする

ことが必要であると思われます。 

 

表－５  本流（石森橋）における環境基準達成状況 

年度 ｐＨ 
ＤＯ 

（㎎/L） 

ＢＯＤ 

（㎎/L） 

ＳＳ 

（㎎/L） 

大腸菌群数 

（MPN/100ml）

 年平均値 評価 年平均値 評価 75％値 評価 年平均値 評価 年平均値 評価

17 7.6 ○ 11 ○ 1.6 ○ 11 ○ 2.5×105 × 

18 7.7 ○ 10 ○ 1.2 ○ 3 ○ 8.4×103 × 

19 7.8 ○ 11 ○ 1.1 ○ 5 ○ 3.8×103 ○ 

20 7.8 ○ 12 ○ 1.1 ○ 4 ○ 3.8×103 ○ 

21 7.8 ○ 11 ○ 0.7 ○ 4 ○ 1.1×104 × 

 

 

可児川本流 No.10 石森橋 
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第３章  河川生物相調査 
 

 可児川及びその支川については、昭和 49 年以降毎年河川水質調査を実施してい

ます。その一般的な水質調査の他に、今年度は河川生物相を調査しました。 

 

１ 調査期日 

     平成 21 年 ５月 １１日 

 

２ 調査場所 

     図－13 に示す本流で 5 地点、支流で 10 地点の合計 15 地点で実施しました。 

 

３ 調査項目及び調査方法 

 

底生生物及び付着藻類について、環境庁水質保全局「水生生物による水質の

調査方法」、「大型底生動物による河川水域環境評価のための調査マニュアル」

に従い Beck-Tsuda 法及び Pantle-Buck 法を用いて評価しました。詳しくは

資料編に掲載しています。 

   

参考図書：津田松苗著「汚水生物学」、松中昭一著「指標生物」 

上野益三編「日本淡水生物学」、河田黨編「日本幼虫図鑑」 

川合禎次編「日本産水生昆虫検索図説」 

小島貞男・須藤隆一・千原光男編「環境微生物図鑑」 

廣瀬・山岸著「日本淡水藻図鑑」 

日本水道協会編「上水試験方法（2001 年）」 

日本水道協会編「日本の水道生物－写真と解説－」 

日本の水をきれいにする会「水生生物相調査解析結果報告書」 

全国公害研協議会環境生物部会 

「河川の生物学的水域環境評価基準の設定に関する共同研究報告書」 
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４ 調査結果 

 

河川生物相調査の結果は表－９～表－１１に示すとおりです。詳細な調査結

果は、資料編に掲載してあります。 

 

（１）底生生物調査（スコア法） 

スコア法による調査結果は、表－９に示すとおりです。 

スコア表については資料編に、確認された優占種の写真については生物

優占種写真に示すとおりです。 

評価の結果、全地点の平均スコア値（ＡＳＰＴ値）は 4.9～7.7 の範囲内

でした。今回の結果からは比較的汚濁の程度が少ないと判定されました。 

 

（２）底生生物調査（Beck-Tsuda 法） 

試 料 の 採 集 方 法 は 異 な る も の の 、 御 嵩 町 が 過 去 に 実 施 し て い る

Beck-Tsuda 法による評価も併せて実施しました。生物指数(Biotic index)

による水域の階級は資料編に示すとおりです。 

Beck-Tsuda 法における生物指数と水質階級一欄表は表－1０に示すとお

りです。なお、底生生物調査（Beck-Tsuda 法）の詳細結果は資料編に示す

とおりです。 

評価の結果、本流 No.４及び支流 No.３、No.5、No.7 及び No.8 が「Ⅱ：

ややきれい」、その他の地点は全て「Ⅰ：きれい」と判定されました。 

 

（３）付着藻類調査 

汚濁指数と水質階級一覧表（Pantle-Buck 法）は表－1１、今回確認さ

れた付着藻類優占種の写真は生物優占種写真に示すとおりです。なお、付

着藻類調査の詳細結果は資料編に示すとおりです。 

評価の結果、本流 No.3 及び No.4、支流 No.7 が「Ⅱ：汚濁は中位」、そ

の他の地点は全て「Ⅰ：汚濁は非常にわずか」と判定されました。 
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表－９ 生物指数と水質階級判定 

調査地点
平均スコア値 

（ＡＳＰＴ値） 
調査地点 

平均スコア値 

（ＡＳＰＴ値） 

本流 No.1

天王橋 
7.5 

支流 No.4

平芝川 
6.1 

本流 No.2

平芝橋 
6.5 

支流 No.5

板良川 
5.6 

本流 No.3

古屋敷堰堤
7.3 

支流 No.6

唐沢川 
6.2 

本流 No.4

顔戸橋 
4.9 

支流 No.7

真名田川
6.0 

本流 No.5

石森橋 
6.7 

支流 No.8

撫尾川 
5.5 

支流 No.1

津橋川 
7.7 

支流 No.9

比衣川 
6.2 

支流 No.2

切木川 
6.8 

支流 No.10

山田川 
6.1 

支流 No.3

井尻川 
6.4  

 

 

表－１０ 生物指数（ＢＩ）と水質階級判定 

地点番号 

生物指数

（ＢＩ値）

（２Ａ＋Ｂ）

水質階級 地点番号

生物指数

（ＢＩ値）

（２Ａ＋Ｂ）

水質階級 

本流 No.1 

天王橋 
52 Ⅰ きれい 

支流 No.4

平芝川 
30 Ⅰ きれい 

本流 No.2 

平芝橋 
51 Ⅰ きれい 

支流 No.5

板良川 
29 Ⅱ ややきれい 

本流 No.3 

古 屋 敷 堰 堤 
34 Ⅰ きれい 

支流 No.6

唐沢川 
43 Ⅰ きれい 

本流 No.4 

顔戸橋 
15 Ⅱ ややきれい 

支流 No.7

真名田川
24 Ⅱ ややきれい 

本流 No.5 

石森橋 
49 Ⅰ きれい 

支流 No.8

撫尾川 
24 Ⅱ ややきれい 

支流 No.1 

津橋川 
63 Ⅰ きれい 

支流 No.9

比衣川 
44 Ⅰ きれい 

支流 No.2 

切木川 
59 Ⅰ きれい 

支流 No.10

山田川 
31 Ⅰ きれい 

支流 No.3 

井尻川 
25 Ⅱ ややきれい  
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表－１１ 汚濁指数（ＰＩ）と水質階級 

地点番号 
汚濁指数

（ＰＩ値）
水質階級 地点番号

汚濁指数

（ＰＩ値）
水質階級 

本流 No.1 

天王橋 
1.0 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.4

平芝川 
1.3 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

本流 No.2 

平芝橋 
1.3 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.5

板良川 
1.4 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

本流 No.3 

古 屋 敷 堰 堤 
1.6 Ⅱ 汚濁は中位

支流 No.6

唐沢川 
1.2 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

本流 No.4 

顔戸橋 
1.6 Ⅱ 汚濁は中位 

支流 No.7

真名田川
1.6 Ⅱ 汚濁は中位

本流 No.5 

石森橋 
1.1 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.8

撫尾川 
1.3 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.1 

津橋川 
1.2 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.9

比衣川 
1.2 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.2 

切木川 
1.3 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.10

山田川 
1.2 Ⅰ 汚濁は非常にわずか

支流 No.3 

井尻川 
1.4 Ⅰ 汚濁は非常にわずか  

   

５ まとめ 

今回の河川生物相調査の総括を表－１２に、参考として前回の平成 1７年度

河川生物相調査の総括を表－１３に示します。 

本流については No.4 顔戸橋の ASTP 値が 4.9 とやや低い値を示しましたが、

他の地点は前回調査と同等もしくは評価が向上しました。 

支流については上流域の支流より下流域の支流が汚濁している傾向にありま

したが、どの地点も本流同様前回調査と同等もしくは評価が向上しました。 

   ほとんどの地点で前回調査と比較して評価がよくなっていました。しかし、

生物相は様々な要因が鋭敏に反映されることを考慮すると、今後も注意して観

察する必要があると考えられます。 
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表－１２ 生物調査の総括表 

生物調査の水質階級 

底生生物 地点番号 

スコア法 Beck-Tsuda 法 

付着藻類 

Pantle-Buck

法 

本流 No.1 

天王橋 
7.5 Ⅰ Ⅰ 

本流 No.2 

平芝橋 
6.5 Ⅰ Ⅰ 

本流 No.3 

古屋敷堰堤 
7.3 Ⅰ Ⅱ 

本流 No.4 

顔戸橋 
4.9 Ⅱ Ⅱ 

本流 No.5 

石森橋 
6.7 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.1 

津橋川 
7.7 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.2 

切木川 
6.8 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.3 

井尻川 
6.4 Ⅱ Ⅰ 

支流 No.4 

平芝川 
6.1 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.5 

板良川 
5.6 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.6 

唐沢川 
6.2 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.7 

真名田川 
6.0 Ⅱ Ⅱ 

支流 No.8 

撫尾川 
5.5 Ⅱ Ⅰ 

支流 No.9 

比衣川 
6.2 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.10 

山田川 
6.1 Ⅰ Ⅰ 
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表－１３ 平成 1７年度生物調査の総括表 

生物調査の水質階級 

底生生物 地点番号 

スコア法 Beck-Tsuda 法 

付着藻類 

Pantle-Buck

法 

本流 No.1 

天王橋 
6.1 Ⅰ Ⅰ 

本流 No.2 

平芝橋 
6.4 Ⅰ Ⅱ 

本流 No.3 

古屋敷堰堤 
6.3 Ⅰ Ⅱ 

本流 No.4 

顔戸橋 
6.2 Ⅰ Ⅱ 

本流 No.5 

石森橋 
6.1 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.1 

津橋川 
6.2 Ⅰ Ⅱ 

支流 No.2 

切木川 
6.3 Ⅱ Ⅰ 

支流 No.3 

井尻川 
6.1 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.4 

平芝川 
5.4 Ⅰ Ⅱ 

支流 No.5 

板良川 
5.6 Ⅰ Ⅰ 

支流 No.6 

唐沢川 
5.5 Ⅰ Ⅱ 

支流 No.7 

真名田川 
4.8 Ⅳ Ⅱ 

支流 No.8 

撫尾川 
5.5 Ⅳ Ⅱ 

支流 No.9 

比衣川 
5.4 Ⅱ Ⅱ 

支流 No.10 

山田川 
5.7 Ⅰ Ⅰ 
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６ 生物優占種写真 

  

コカゲロウ科  

Baetidae 

（コカゲロウ科の一種） 

シマトビケラ科 

 Hydropsyche spp 
   （シマトビケラ属の一種） 

 

甲殻類   

 Asellus hilgendorfi 
   （ミズムシ） 

サナエトンボ科   

 Onychogomphus viridicosta 
 （オナガサナエ） 

 

ヒメドロムシ科   

 Elmidae spp  

（ヒメドロムシ科の一種）） 

ガガンボ科   

 Antocha spp 

（ウスバガガンボ属の一種） 
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ミミズ類  

 Tubificidae 

（イトミミズ科の一種） 

ユスリカ科 

 Chironomidae 

（ユスリカ科の一種（腹鰓無し））

珪藻類 

Achnanthes japonica 
（ツメケイソウ） 

珪藻類 

Fragilaria capucina 
（オビケイソウ） 

珪藻類 

Encyonema spp.  

（クチビルケイソウ） 

珪藻類 

Nitzschia palea 
（ササノハケイソウ） 
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底生生物採取の様子 

 

 

 

 
底生生物仕分け作業の様子 
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第５章  浄化槽放流水調査 
 

 毎年、河川水中の大腸菌群数が高い値を示すため、その主な要因の一つと考えら

れる浄化槽放流水について、水質調査を実施し浄化槽の維持管理が適正になされて

いるかを調査しました。 

 

１ 調査期日 

平成２１年１２月 ４ 日 

 

２ 調査場所 

 

上之郷地区２カ所、御嵩地区１カ所、中地区１カ所、伏見１カ所の計５カ所

で浄化槽を調査しました。 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）調査項目 

ｐＨ、ＢＯＤ、塩素イオン及び大腸菌群数の４項目について実施。 

 

（２）分析方法 

下水の水質検定方法に関する省令（Ｓ３７．１２．１２．１７厚生建設

省令第１号）及びＪＩＳ Ｋ ０１０２によった。 

 

４ 調査結果 

２０１人槽～５００人槽で５０ｍ3/日以上の排水量のある浄化槽は、水質汚

濁防止法で指定地域特定施設とされており、放流水は排水基準及び化学的酸素

要求量に係る総量規制の適用を受けます。 

その排水基準値は、ｐＨが５．８～８．６、ＢＯＤが１６０㎎/L（日間平均

１２０㎎/L）以下及び大腸菌群数３，０００個/ml 以下（日間平均）です。 

なお、５０１人槽以上の浄化槽は、水質汚濁防止法で特定施設として規制を

受け、排水基準が適用されますが、さらに、BOD については水質汚濁防止法に

基づく排水基準を定める条例による上乗せ排水基準が適用され、その基準値は
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ＢＯＤ４０㎎/L（日間平均３０㎎/L）以下です。 

今回調査した５カ所でこの適用を受ける施設はありませんでした。 

また、それ以外の浄化槽については基準値が定められていませんが、建築基

準法施行令で処理対象人員に応じ、ＢＯＤ除去率と放流水のＢＯＤについての

性能基準及び大腸菌群数の基準（表－１６）が定められています。 

今回調査を実施した浄化槽は、No.１が処理対象人員５１人以上５００人以下

の浄化槽で、他はすべて処理対象人員が５０人以下の浄化槽です。 

 

表－１９ 浄化槽の性能基準 

処理対象人員 放流水のＢＯＤの日間平均 大腸菌群数 

50 人以下 90 ㎎/L 

51 人以上 500 人以下 60 ㎎/L 

501 人以上 30 ㎎/L 

3，000 個/ml 

（建築基準法施行令第３２条） 

 

 

 

浄化槽放流水調査（試料採取）の様子 
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浄化槽放流水の調査結果は、表－２０に示すとおりです。 

 

表－２０ 御嵩町浄化槽放流水調査結果 

地点番号 地 区 名 種 類 ｐＨ 
ＢＯＤ 

㎎/L 

塩素イオン

㎎/L 

大腸菌群数

個/ml 

残留塩素

㎎/L 

   １ 上之郷 合併 7.3 0.5 未満 28 38 0.1 

   ２ 上之郷 合併 6.7 0.8 42 30 未満 0.4 

   ３ 御嵩 単独 5.8 14 86 240 0.2 

   ４ 中 合併 7.0 2.0 36 30 未満 0.3 

   ５ 伏見 単独 6.8 ＊120 57 1,800 0.3 

注：＊は基準値を超過 

 

ｐＨは 5．8～7．３の範囲にあり、いずれも適正な範囲内（５．８～８．６）

であり、良好な結果でした。 

ＢＯＤは、No.5 で１２０mg/L とやや高い値を示したほかは、いずれも建築

基準法施行令による性能基準値９０㎎/L 以下で、適正な値でした。 

洗浄水量は、浄化槽内での浄化時間を決定するために重要になります。単独

浄化槽の洗浄水量を知る目安として塩素イオン濃度があり、使用の準則に従え

ば、放流水で９０～１４０㎎/L であれば適切です。今回調査した単独浄化槽５

基の塩素イオン濃度は２８～８６㎎/L の範囲にあり、洗浄水量がやや多いと思

われました。 

大腸菌群数について、それ自身は一般に病原性を持たない場合が多く、必ず

しも衛生上問題とはなりませんが、病原性微生物が存在する危険性を疑うこと

ができます。調査の結果、いずれの地点も３,０００個/ml 未満であり、適正な

値でした。 

放流水の塩素による消毒で、放流水中に遊離残留塩素が０．２㎎/L 以上あれ

ば、腸内細菌のほとんどが１分以内に不活性化すると言われています。調査の

結果、No.1 で０．１㎎/L とやや低い値でしたが、ほかはいずれも０．２㎎/L

以上でした。 
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５ まとめ 

 

河川汚濁の主要な汚染源と考えられる浄化槽放流水について、御嵩町内の浄

化槽５基を選定し調査しました。 

放流水の調査の結果、No.５のＢＯＤが１２０mg/L と建築基準法施行令の性

能基準９０mg/L（日間平均）を超えていました。 

その他の浄化槽はいずれの項目についても基準を下回り良好な結果でした。 

浄化槽の管理については、設置者自身が浄化槽の構造を理解し適切な使用に

心がけ、保守点検、清掃、法定検査の維持管理に関する３つの義務を遵守する

ことが必要です。 

なお、御嵩町の生活排水の処理形態別人口は、表－２１に示すとおり、平成

２０年度において、人口１８,４９４人のうち１３,３０９人については、合併処

理浄化槽及び下水道により生活排水の適正処理がなされています。その他の人

口については、生活排水は未処理のまま排出されているため、早急な対応が必

要であると思われます。 

 

表－２１ 生活排水処理形態別人口（単位:人） 

平成２０年度

 計画処理区域内人口 18,494

 水洗化・生活排水処理人口 13,309

 コミュニティ・プラント 0

 合併処理浄化槽 3,499

 下水道 9,810

 農業集落排水施設 0

 未処理人口 3,292

 水洗化・生活排水未処理人口 1,893

 計画処理区域外人口 0

年度
区分

 

（平成２１年３月３１日現在） 
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第６章  名水水質調査 
 

 環境省の「名水百選」には、岐阜県から養老の滝・菊水泉、宗祇水、長良川中流

域の３カ所が選定されています。 

これら以外にも岐阜県には「名水」と呼ばれる清水が数多く存在しており、岐阜

県は「岐阜県の名水」として県内で５０カ所を選定しています。 

これら５０カ所の中には御嵩町内の「一呑の清水」及び「唄清水」も選定されて

います。 

そこで、これら名水の水質保全を目的に水質調査を実施しました。 

 

１ 調査期日 

 

平成２１年 ６ 月２５日 

平成２１年１０月１６日 

 

２ 調査場所 

 

図－１４に示す「一呑の清水」及び「唄清水」の２カ所で実施しました。 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）分析項目 

 

水道法に基づく１１項目（表－２２に示すとおり）。 

ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、全窒素、全リン、アンモニア性窒素、残

留塩素及び大腸菌群数。 

 

（２）分析方法 

 

厚生労働省告示第２６１号（Ｈ１５．７．２２）、環境庁告示第５９号（Ｓ

４６．１２．２８）及びＪＩＳ Ｋ ０１０２により実施した。



図
-
１

７
　

　
名

水
水

質
調

査
地

点
図

- 44 -

唄
清
水

一
呑
の
清
水

前 沢

謡 坂



 - 45 - 

４ 調査結果 

水道法で定められている水質基準項目のうち、今回実施した１１項目の基準

値は表－２２に示すとおりです。参考として農業（水稲）用水基準を表－２３

に示しました。 

今年度の名水水質調査結果は、表－２４に示すとおりです。 

「唄清水」の６月および１０月の調査で大腸菌が陽性になり、このことから

飲料水としては不適と判断されました。 

その他の項目については、水質基準を満足していました。 

また、水道法に基づく水質基準から選定した１１項目以外の項目については、

唄清水の２回の調査で全窒素が農業用水基準で１㎎/L 以下のところ３．１

mg/L 及び３．０mg/L であり、高い値を示しました。その他の項目については

いずれも低い値でした。 

 

表－２２ 水道水の水質基準 

検査項目 水質基準 

  一般細菌 100CFU/ml 以下 

  大腸菌 検出されないこと 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ㎎/L 以下 

鉄及びその化合物 0.3 ㎎/L 以下 

塩化物イオン 200 ㎎/L 以下 

有機物 

（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 
5 ㎎/L 以下 

ｐＨ値 5.8 以上 8.6 以下 

味 異常でないこと 

臭気 異常でないこと 

色度 5 度以下 

濁度 2 度以下 
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表－２３ 農業（水稲）用水基準 

検 査 項 目 水質基準 

ｐＨ（水素イオン濃度） 6.0～7.5 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 6 mg/L 以下 

ＳＳ（浮遊物質） 100 mg/L 以下

ＤＯ（溶存酸素） 5 mg/L 以上 

Ｔ－Ｎ（全窒素） 1 mg/L 以下 

ＥＣ（電気伝導率） 0.3 mS/cm 以下

Ａｓ(ひ素) 0.05 mg/L 以下

Ｚｎ（亜鉛） 0.5 mg/L 以下 重金属 

Ｃｕ(銅) 0.02mg/L 以下

 

 

 

岐阜県の名水 一呑の清水
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表－２４ 名水水質調査結果 

採 水 場 所 一呑の清水 唄清水 

採 水 年 月 日 H21. 6.25 H2110.16 H21. 6.25 H21.10.16

採 水 時 刻 11：25 12：12 11：19 12：06 

気 温   （℃） 29.0 21.5 29.0 21.5 

水 温   （℃） 14.0 14.0 14.0 14.0 

ｐ Ｈ 値 6.9 6.8 6.6 6.2 

硝酸態窒素及び 

亜硝酸態窒素（㎎/L）
0.1 0.2 3.1 3.0 

塩 化 物 イ オ ン （㎎/L） 1.5 1.3 3.4 2.5 

有 機 物 等 

(全有機炭素(TOC)の量)（㎎/L）
0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満 0.3 

鉄及びその化合物（㎎/L） 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 

味 異常なし 異常なし 測定せず 測定せず 

色 度   （度） 0.6 0.5 0.7 0.7 

濁 度  （度） 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.4 

一般細菌（CFU/ml） 44 27 27 14 

大 腸 菌 陰性 陰性 ＊陽性 ＊陽性 

Ｂ Ｏ Ｄ  （㎎/L） 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 

Ｃ Ｏ Ｄ  （㎎/L） 0.5 未満 0.5 未満 0.5 0.6 

Ｓ Ｓ  （㎎/L） 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 

Ｄ Ｏ  （㎎/L） 9.3 9.4 8.2 7.3 

全 窒 素 （㎎/L） 0.14 0.08 3.1 3.0 

全 リ ン （㎎/L） 0.037 0.037 0.014 0.014 

アンモニア性窒素（㎎/L） 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満

残 留 塩 素 （㎎/L） 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 

大  腸  菌  群  数

（MPN/100ml） 
540 240 70 79 

注１：＊は飲料水の基準値を超過しています。  

注２：大腸菌が陽性になった場合、味は測定していません。 
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５ まとめ 

名水に選定されるということは、「安全でおいしい水」という誤解を受けやす

いのですが選定にあたっては、そのままで飲用が可能かどうかという点につい

ては考慮されていません。 

そのため、仮に飲用するとした場合、飲用の基準に適合しているか評価する

ために水質検査を実施しました。 

今回の調査では、「一呑の清水」及び「唄清水」についての調査を実施したと

ころ、６月および１０月の調査で「唄清水」が飲用不適と評価されました。「一

呑の清水」では、調査した項目については、水質基準を満足していました。 

これらのような「湧水」は、地下水が地表に自然に出てきたものであり、古

くから、地元の人々に親しまれ、大切に使われてきました。御嵩町内の２つの

名水も昔は、旅人達にとってうるおいとやすらぎの場として利用されたものと

思われます。 

近年は、周辺環境の変化等により、水量の減少、水質の悪化等も考えられる

ため、水質については定期継続的に調査し、把握する必要があります。 

なお、最近では自然水については、今回のように細菌汚染等により大腸菌が

陽性となり、飲用不可となる場合が多く見られます。その取り扱いについては

十分注意し、生水での飲用は避けるよう注意を促していく必要があると考えま

す。 

 

 

水質検査（DO 測定）の様子（体験学習会） 





 



 





付録 

夏休み 御嵩町体験学習会 

 

毎年、夏休みには御嵩町環境保全課の主催で、財団法人岐阜県公衆衛生検査センタ

ー職員の講師による「体験学習会」を開催しています。御嵩町内の可児川の水質を知

るために、町のバスに乗って御嵩町内の可児川の上流、中流、下流の３ヶ所の水を採

りに行き、役場に戻って簡単な水質検査を実施しました。さらに、自分の家庭から出

る生活排水を持ち寄り、可児川の水質と比べてみました。また、水の違いが分かるの

か「きき水」にも挑戦しました。 

平成２1 年度は、8 月 7 日に開催され、６名に参加いただきました。参加者は簡易

水質検査を体験し、検査の結果は御嵩町内の可児川の水質は「Ａ：きれいな水」と判

定されました。 

 

（１）体験学習会の様子 

 



 

 

  

 

 



みんなの身近

みじか

な可児

か に

川

がわ

に行って

い

水 質 調査

すいしつちょうさ

をしてみよう。現 在

げんざい

の可児

か に

川

がわ

の様子

ようす

を見

み

て、

これからの自然保護

しぜんほご

について 考

かんが

えよう。 

（２）体験学習会資料 

平成
へいせい

21年
ねん

8月
がつ

7日
にち

 御嵩町
みたけちょう

体験学習
たいけんがくしゅう

資料
しりょう

 

 

 

 

●現地調査
げんちちょうさ

                 

① 気温
きおん

 

棒温度計
ぼうおんどけい

ではかります。水
みず

をとる場所
ばしょ

で日
ひ

かげの風
かぜ

とおしのよいところで棒温度計
ぼうおんどけい

を

目
め

の高
たか

さくらい(地上
ちじょう

1 m
メートル

くらい)にしてよみとります。 (たんい：℃
ど

) 

 

② 水温
すいおん

 

棒温度計
ぼうおんどけい

ではかります。川
かわ

のながれのあるところで水
みず

に棒温度計
ぼうおんどけい

を入
い

れてはかります。

(たんい：℃
ど

) 

 

③ 見
み

た目
め

、におい 

川
かわ

の水
みず

をビーカーにとり、色
いろ

やゴミがあるかなどの見
み

た目
め

とにおいをかんさつします。 

 

④ 川の様子
ようす

 

川
かわ

のようすは川底
かわぞこ

の石
いし

をかんさつします。「どろ」「すな」「小石
こいし

」「何
なん

㎝
センチメートル

くらい

の石
いし

」というように 表 現
ひょうげん

します。そのほかに気付
き づ

いたことも何
なん

でもメモしましょう。 

 

 



 

⑤ D O
ディーオー

(溶存酸素
ようぞんさんそ

) 

水 中
すいちゅう

にとけこんでいる酸素
さんそ

の 量
りょう

をしめします。 

D O
ディーオー

メーターをつかってはかります。センサーを 水 中
すいちゅう

に入
い

れ、やさしくまわして出
で

た

数
すう

値
ち

をきろくします。数値
すうち

が大
おお

きい方
ほう

がきれいな水
みず

です。  (たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

) 

 

●室 内
しつない

測 定
そくてい

 

⑥ 透視度
と う し ど

 

水
みず

のにごりをしめすもので数値
すうち

が大
おお

きいほどきれい

な水
みず

です。 

透視度計
とうしどけい

に水
みず

を入
い

れ上
うえ

からのぞきながら下
した

のコック

をあけます。そこの 二重十字
にじゅうじゅうじ

がはっきり見
み

えたら 

コックをとめ、めもりをよみとります。 (たんい：度
ど

) 

 

 

 

 

 

 

⑦ 濁度
だくど

 

濁度
だくど

計
けい

をつかい、水
みず

のにごりをはかります。測定
そくてい

用
よう

の容器
よ う き

に水
みず

を入
い

れ、｢READ｣ボタンをおし、出
で

た数
すう

値
ち

をよみとり

ます。数値
すうち

が小
ちい

さい方
ほう

がきれいな水
みず

です。 

  (たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

) 濁度
だ く ど

 



 

⑧ p H
ペーハー

 (水素
すいそ

イオン濃度
のうど

)  

水
みず

が酸 性
さんせい

、 中 性
ちゅうせい

、アルカリ性
せい

かをしらべるものです。 

ふつうは 中性
ちゅうせい

ですが、きたない水
みず

など流
なが

れこむ水
みず

によってかわることがあります。パ

ックテストを使
つか

ってはかります。 

 

⑨ ＣＯＤ
シーオーディ

 (化学的
かがくてき

酸素
さんそ

要求量
ようきゅうりょう

） 

水
みず

に含
ふく

まれている汚
よご

れを調
しら

べるものです。数値
すうち

が小
ちい

さい方
ほう

がきれいな水
みず

です。きれい

な川
かわ

は３ mg/L
ミリグラムパーリットル

以下
い か

くらいです。工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

では 160 mg/L
ミリグラムパーリットル

以
い

下
か

と基
き

準
じゅん

が決
き

まっています。パックテストを使
つか

ってはかります。（たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

）  

レモンのしぼり汁
じる

など    ふつうの川の水     せっけん水など 

酸性
さんせい ちゅうせい

中性  アルカリ
せい

性 

pH１         pH７        pH14 

①チュ-ブの先
さき

のラ

インを抜
ぬ

きます 

②指
ゆび

で押
お

して中
なか

の

空
くう

気
き

を追
お

い出
だ

しま

す

③ 水
みず

の 中
なか

に入
い

れ

て 半
はん

分
ぶん

く ら い

水
みず

を吸
す

い込
こ

むま

で待
ま

ちます 

④5分
ふん

くらい待
ま

った

ら、 標
ひょう

準 色
じゅんしょく

の

上
うえ

に置
お

いて 1番
ばん

似
に

ている色
いろ

の数値
す う ち

を

よみとります 



 

  ミ
ネ

ラ
ル

ウ
ォ

ー
タ

ー

処
理

方
法

 
元

に
な

る
水

 

 ナ
チ

ュ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

の
中

で
も

、
地

下
に

た
ま

っ
て

い
る

時
や

移
動

し
て

い
る

間
に

ミ
ネ

ラ
ル

の
成

分
が

自
然

の
ま

ま
と

け
こ

ん
で

い
る

水
。

 鉱
水

、
鉱

泉
水

な
ど

の
こ

と
。

ボ
ト

ル
ド

ウ
ォ

ー
タ

ー
 飲

み
水

に
て

き
し

て
い

る
水

。
 ボ

ト
ル

ド
と

は
「

ビ
ン

づ
め

の
」

と
い

う
意

味
で

す
。

 水
に

と
け

な
い

小
さ

な
固

体
や

ご
み

を
し

ず
め

る
「

沈
澱

」
、

ろ
過

紙
な

ど
を

使
っ

て
水

か
ら

細
か

い
ご

み
を

と
り

の
ぞ

く
「

ろ
過

」
、

「
熱

を
加

え
て

殺
菌

す
る

方
法

」
だ

け
に

限
ら

れ
ま

す
。

 「
沈

澱
」

「
ろ

過
」

「
熱

を
加

え
て

殺
菌

す
る

方
法

」
だ

け
に

限
ら

れ
ま

す
。

 「
沈

澱
」

「
ろ

過
」

「
熱

を
加

え
て

殺
菌

す
る

方
法

」
以

外
に

も
、

お
い

し
く

す
る

た
め

に
複

数
の

水
源

の
水

を
ま

ぜ
た

り
、

色
々

な
方

法
で

水
の

味
を

調
節

し
た

水
で

す
。

 特
別

に
処

理
の

方
法

は
限

定
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

お
い

し
く

す
る

た
め

に
レ

モ
ン

な
ど

の
し

る
を

加
え

た
り

、
あ

ま
み

を
加

え
た

り
し

て
味

に
加

工
を

し
た

水
で

す
。

 特
定

の
水

源
か

ら
く

み
あ

げ
た

地
下

水
。

 特
定

の
水

源
か

ら
く

み
あ

げ
た

地
下

水
。

　
ナ

チ
ュ

ラ
ル

　
ミ

ネ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

ナ
チ

ュ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

　 　
①

体
に

害
を

あ
た

え
る

も
の

が
入

っ
て

い
な

い
こ

と
。

　
②

無
色

で
す

き
通

っ
て

い
る

こ
と

。
　

③
飲

ん
だ

あ
と

に
さ

っ
ぱ

り
と

し
た

感
じ

が
す

る
こ

と
。

　
④

水
の

温
度

が
1

5
度

～
2

0
度

で
あ

る
こ

と
。

　
⑤

弱
ア

ル
カ

リ
を

示
す

こ
と

。
　

⑥
い

や
な

に
お

い
が

し
な

い
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
<厚

生
省

「
お

い
し

い
水

研
究

会
」

よ
り

要
約

＞

●
売

っ
て

る
水

に
は

こ
ん

な
種

類
が

あ
り

ま
す

人
の

体
の

約
6

0
～

7
0

%
が

水
で

で
き

て
い

ま
す

。
水

を
飲

ま
な

い
と

人
は

元
気

に
生

き
ら

れ
ま

せ
ん

。
人

が
健

康
を

保
つ

た
め

に
、

１
日

に
２

～
3

リ
ト

ッ
ト

ル
の

水
が

必
要

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。

豆
知

識

お
い

し
さ

は
舌

で
感

じ
る

「
味

」
だ

け
で

な
く

、
見

た
目

、
に

お
い

、
温

度
な

ど
を

合
わ

せ
て

は
じ

め
て

お
い

し
い

と
思

え
る

の
で

す
！

お
い

し
い

水
の

条
件



科
学

技
術

振
興

事
業

団

牛
乳

（
コ

ッ
プ

１
杯

）

お
風

呂
約

1
1

杯
み

そ
汁

（
お

わ
ん

１
杯

）

お
風

呂
約

５
杯

マ
ヨ

ネ
ー

ズ

（
大

さ
じ

１
杯

）

お
風

呂
約

1
3

杯

家
庭

か
ら

出
た

「
汚

れ
の

も
と

」
が

川
を

汚
し

た
と

き
、

魚
が

住
め

る
も

と
の

状
態

に
戻

す
に

は
こ

ん
な

に
水

が
必

要
で

す
。

※
お

風
呂

1
杯

＝
約

3
0

0
㍑

●
水

が
汚

れ
る

原
因

は
・

・
・

水
が

汚
れ

る
原

因
は

い
ろ

い
ろ

あ
る

け
ど

、
ど

れ
も

人
間

が
作

っ
た

汚
れ

な
ん

だ
ね

・
・

・
。

川
や

海
を

汚
す

の
は

、
家

か
ら

出
る

排
水

が
一

番
の

原
因

な
ん

だ
！

家
庭

排
水

は
、

台
所

、
洗

濯
、

お
風

呂
な

ど
が

あ
り

、
一

番
汚

れ
の

多
い

の
は

台
所

か
ら

の
排

水
な

ん
だ

。

食
べ

物
の

残
り

や
洗

剤
を

少
し

だ
け

流
す

つ
も

り
で

も
、

元
の

水
質

に
戻

す
に

は
そ

の
何

倍
も

の
水

が
必

要
な

ん
だ

！



 

調
査

日
ち

ょ
う

さ
び

　
　

　
平

成
へ

い
せ

い

2
1

年ね
ん

8
月が

つ

7
日に

ち

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

　
　

　
御

嵩
み

た
け

町ち
ょ

う 　
可

児
か

に

川が
わ

調
査

ち
ょ

う
さ

し
た

人ひ
と

の
名な

前ま
え

①

水み
ず

の
種

類
し

ゅ
る

い

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

名め
い

天
気

て
ん

き

気
温

き
お

ん

(℃
)

水
温

す
い

お
ん

(℃
)

見み

た
目め

に
お

い

川か
わ

の
よ

う
す

Ｄ
Ｏ

で
ぃ

ー
お

ー （
m

g
/L

）
8

.2
ひ

ょ
う

か
　
Ａ

8
.5

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

8
.4

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

ひ
ょ

う
か

ひ
ょ

う
か

透
視

と
う

し

度ど

(度
ど

)
5

0
度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

5
0

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

5
0

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

4
3

.5
度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ｂ

5
0

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

p
H

ぺ
ー

は
ー

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

濁だ
く

度ど

（
m

g
/L

）

Ｃ
Ｏ

Ｄ
し

ー
お

ー
で

ぃ （
m

g
/L

）

①
調

査
ち

ょ
う

さ

の
結

果
け

っ
か

を
記

録
き

ろ
く

し
ま

し
ょ

う
。

②
河

川
か

せ
ん

の
評

価
ひ

ょ
う

か

の
表ひ

ょ
う を

見
て

あ
て

は
ま

る
ラ

ン
ク

（
A

～
D

）
を

ひ
ょ

う
か

と
こ

ろ
に

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

し
ょ

う
。

③
「

全
体

ぜ
ん

た
い

の
判

定
は

ん
て

い

」
の

と
こ

ろ
は

「
ひ

ょ
う

か
」

の
中

で
1

番ば
ん

低ひ
く

か
っ

た
も

の
を

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

す
。

御
嵩

町
み

た
け

ち
ょ

う

　
水

質
す

い
し

つ

調
査

ち
ょ

う
さ

結
果

け
っ

か

家
庭

か
て

い

か
ら

出で

る
廃

水
は

い
す

い

2
9

.0
℃

2
3

.0
℃

く
も

り

2
6

.0
℃

※
御

嵩
町

み
た

け
ち

ょ
う

で
は

、
こ

の
ほ

か
に

た
く

さ
ん

の
項

目
こ

う
も

く に
つ

い

て
検

査
け

ん
さ
を

実
施

じ
っ

し
し

て
い

ま
す

。
私わ

た
し

た
ち

(財
)岐

阜
県

公
衆

衛
ぎ

ふ
け

ん
こ

う
し

ゅ

生
検

査
う

え
い

せ
い

け
ん

さ
セ

ン
タ

ー
で

は
精

密
せ

い
み

つ な
機

械
き

か
い
を

使
用

し
よ

う
し

て
、

し
っ

か
り

と
検

査
け

ん
さ
を

行お
こ

な
っ

て
い

ま
す

。

河
川

か
せ

ん

水す
い

く
も

り

お
風

呂
ふ

ろ

の
水み

ず

A

可
児

か
に

川が
わ

下
流

か
り

ゅ
う

Ｂ
全

体
ぜ

ん
た

い

の
判

定
は

ん
て

い

可
児

か
に

川が
わ

上
流

じ
ょ

う
り

ゅ
う

洗あ
ら

い
水み

ず

可
児

か
に

川が
わ

中
流

ち
ゅ

う
り

ゅ
う

く
も

り

2
9

.5
℃

下し
た

が
見み

に
く

い

無
臭

む
し

ゅ
う

こ
け

が
あ

る

雨あ
め

の
に

お
い

ゆ
う

が

雨あ
め

の
に

お
い

流な
が

れ
が

少す
こ

し
あ

る

2
0

.5
℃

2
2

.5
℃

流な
が

れ
が

速は
や

い

A
A

A

流な
が

れ
が

速は
や

い

9
.7

8

8
8

8

8
.7

2
8

.7
2

8
以

上
い

じ
ょ

う
0

3
.6

6
1

0
.5

9



 

調
査

日
ち

ょ
う

さ
び

　
　

　
平

成
へ

い
せ

い

2
1

年ね
ん

8
月が

つ

7
日に

ち

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

　
　

　
御

嵩
み

た
け

町ち
ょ

う 　
可

児
か

に

川が
わ

調
査

ち
ょ

う
さ

し
た

人ひ
と

の
名な

前ま
え

②

水み
ず

の
種

類
し

ゅ
る

い

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

名め
い

天
気

て
ん

き

気
温

き
お

ん

(℃
)

水
温

す
い

お
ん

(℃
)

見み

た
目め

に
お

い

川か
わ

の
よ

う
す

Ｄ
Ｏ

で
ぃ

ー
お

ー （
m

g
/L

）
8

.5
ひ

ょ
う

か
　
Ａ

8
.7

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

8
.8

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

ひ
ょ

う
か

ひ
ょ

う
か

透
視

と
う

し

度ど

(度
ど

)
5

0
度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

5
0

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

5
0

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

0
.8

度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ｄ

3
6

.5
度ど

ひ
ょ

う
か

　
Ｃ

p
H

ぺ
ー

は
ー

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

8
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

7
.0

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

6
.5

ひ
ょ

う
か

　
Ａ

9
.5

ひ
ょ

う
か

　
Ｄ

濁だ
く

度ど

（
m

g
/L

）

Ｃ
Ｏ

Ｄ
し

ー
お

ー
で

ぃ （
m

g
/L

）

①
調

査
ち

ょ
う

さ

の
結

果
け

っ
か

を
記

録
き

ろ
く

し
ま

し
ょ

う
。

②
河

川
か

せ
ん

の
評

価
ひ

ょ
う

か

の
表ひ

ょ
う を

見
て

あ
て

は
ま

る
ラ

ン
ク

（
A

～
D

）
を

ひ
ょ

う
か

と
こ

ろ
に

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

し
ょ

う
。

③
「

全
体

ぜ
ん

た
い

の
判

定
は

ん
て

い

」
の

と
こ

ろ
は

「
ひ

ょ
う

か
」

の
中

で
1

番ば
ん

低ひ
く

か
っ

た
も

の
を

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

す
。

2
0

0
1

3
0

5
2

.5
8

4
6

A
A

A

は
や

い

9
.9

3

8
8

8

1
1

.5
8

.9
7

お
そ

い

2
1

.0
℃

2
1

.0
℃

は
や

い

3
0

.5
℃

き
た

な
い

な
し

き
れ

い

な
し

ふ
つ

う

な
し

Ｄ
全

体
ぜ

ん
た

い

の
判

定
は

ん
て

い

可
児

か
に

川が
わ

上
流

じ
ょ

う
り

ゅ
う

米こ
め

の
と

ぎ
汁じ

る

可
児

か
に

川が
わ

中
流

ち
ゅ

う
り

ゅ
う

く
も

り

※
御

嵩
町

み
た

け
ち

ょ
う

で
は

、
こ

の
ほ

か
に

た
く

さ
ん

の
項

目
こ

う
も

く に
つ

い

て
検

査
け

ん
さ
を

実
施

じ
っ

し
し

て
い

ま
す

。
私わ

た
し

た
ち

(財
)岐

阜
県

公
衆

衛
ぎ

ふ
け

ん
こ

う
し

ゅ

生
検

査
う

え
い

せ
い

け
ん

さ
セ

ン
タ

ー
で

は
精

密
せ

い
み

つ な
機

械
き

か
い
を

使
用

し
よ

う
し

て
、

し
っ

か
り

と
検

査
け

ん
さ
を

行お
こ

な
っ

て
い

ま
す

。

河
川

か
せ

ん

水す
い

く
も

り

食し
ょ

く 洗せ
ん

機き

Ｄ

可
児

か
に

川が
わ

下
流

か
り

ゅ
う

御
嵩

町
み

た
け

ち
ょ

う

　
水

質
す

い
し

つ

調
査

ち
ょ

う
さ

結
果

け
っ

か

家
庭

か
て

い

か
ら

出で

る
廃

水
は

い
す

い

に
ご

っ
て

い
る

無
臭

む
し

ゅ
う

き
れ

い

く
さ

い

2
9

.5
℃

2
2

.0
℃

く
も

り

2
7

.5
℃



 

米
の

と
ぎ

汁
は

植
物

へ
シ

ャ
ン

プ
ー

、
リ

ン
ス

な
ど

は
　

　
　

　
　

　
　

　
　

少
な

め
に

洗
剤

の
量

を
へ

ら
す

食
器

の
汚

れ
は

　
　

　
ふ

き
と

っ
て

か
ら

油
や

よ
ご

れ
を

直
接

流
さ

な
い

生
ご

み
は

肥
料

に

お
風

呂
の

残
り

湯
は

洗
濯

へ

食
べ

残
し

は
し

な
い

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

身
近

な
川

を
汚

さ
な

い
た

め
に

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
小

さ
な

こ
と

で
も

少
し

ず
つ

や
っ

て
み

よ
う

！


